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* 安曇野市豊科郷土博物館 
　　　〒 399 7102 長野県安曇野市豊科 4289-8　

　１　はじめに

　安曇野市豊科郷土博物館は安曇野市の自然・歴史・
民俗を紹介する総合博物館である。当博物館では現
在、長野県植物誌改訂調査の安曇野地区の拠点とし
て植物さく葉標本の収集を行っている。本報告では、
主に市民とともに収集に取り組んでいる博物館友の
会・植物調査部の活動内容について報告する。

　２　友の会・植物調査部の概要

　安曇野市豊科郷土博物館の友の会には 11の部会
があり、博物館事業の後援、博物館における学習活
動並びにグループによる展示活動を目的としてい
る。そのひとつである植物調査部は、安曇野地区に
産する植物を調査した後に、さく葉標本を作成して
博物館資料とすること、これらを通して植物の学習
を推進することを目的として、2018 年（平成 30
年度）に発足した。2022 年度の会員数は 16名で、
安曇野市外に在住する会員もいる。

　３　調査対象地および調査の進め方

　調査では、年ごとに１～２箇所の調査対象地を定
め、４～ 10月にかけて毎月踏査し、できる限りす
べての植物種を採集する。採集するタイミングは花
や実をつけた状態での採集に努める。また複数人で
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採集するため、採集者と植物和名を毎回記録しリス
トを作成することによって重複して採集しないよう
に努めている。
　表１に調査対象地の概要を示す。調査対象地の選
定に当たっては、従来から知られている貴重な植生
が維持されているようなエリアというよりも、里地
里山のような人為的影響を継続して受けつつ、ある
程度特徴的な立地環境を併せもった植生をなるべく
取り上げている。また 2022 年の生坂村陸郷に関し
ては採集標本点数が少ない区画であることを根拠と
して選定した。なお、2021 年からは新型コロナウ
イルス感染防止のために、調査地を２箇所とし、１
回の調査人数を減らすように努めた。
　さく葉標本は採集者が自宅で作製し、ラベルとと
もに新聞に挟んだ状態で、原則として１ヶ月以内に
博物館に持参する。それらをマイナス 20℃の冷凍
庫で低温処理した後、防虫剤を入れて収蔵庫で保管
している。その後、11 ～４月の間に標本のマウン
ト（貼り付け）およびデータ入力を行うという流れ
になっている。
　スタートして３年ほどは藤田淳一氏に同行いただ
き、標本の採集からマウントまで指導していただく
ことで、植物の学習とともに標本作製の基本につい
てある程度身につけることができた。現在は、例え
ば標本採集の経験のない会員が新しく参加すると他
の会員がわかりやすく教えたり、樹木の枝のマウン
ト方法等を共有したり、マウントの際にどういった

表１　友の会・植物調査部の調査対象地



松田 貴子146

配置がよいか意見交換するなど、標本の作製につい
て学習しつつ一定の技術が共有できるようになって
きている。藤田氏はその後も安曇野地域の各地で採
集調査を継続し、同定についても協力いただいてい
る。
　調査の際に配慮していることについて述べる。傍
目からみると、複数人が連なって時折立ち止まりな
がら歩いており時にはスコップで植物を掘り取って
いるため、疑念を抱かれる可能性がある。このため
農地などでも人目につく調査地の場合は、その地区
の自治会長などに４月ごろまでにお伝えするように
している（関係者を通じて連絡が取れるとスムーズ
である）。調査時は名札をつけて、近くで農作業な
どをされている方には挨拶をするように心がけてい
る。また各自、自家用車で集合するため、集合場所
や駐車場について配慮する必要がある。このような
調査にまつわる諸々の配慮事項については、博物館
が主体となって実施していることで関係者の理解を
得やすいと感じている。

　４　標本学習会の実施

　本活動で各自が採集した標本は、基本的に採集者
が植物名を調べることとしている。その後、月１
回「標本学習会」として各自作製した標本を博物館
に持参し、自身が学習し同定した内容を共有すると
いう機会を設けている。最初は図鑑の内容を写すと
ころからスタートするが、記述されている形態を改
めて観察したり、自分なりに疑問をもって調べると
発見があり、「いつも見ている植物なのにはじめて
知った」といったコメントとともに学習する喜びが
伝わってくる場面が見られるようになる。学習会で
その説明を聞いて、皆で顕微鏡を用いて確認したり、
さらに疑問が出てくると、その場で改めて図鑑で調
べることも少なくない。このため学習会は毎回、時
間が足りないほどである。さらに興味をもったメン
バーは、同じ属の植物を担当し、比較して調べてみ
るといった意欲もみられる。
　一方で、困難な分類までは興味が持てないが、時
間に余裕があり室内作業は協力したいというメン
バーもいる。そういう方には、マウントやデータ入
力などの作業を積極的にお願いしている。

　５　調査の成果と広がり

　個々の植物の成果については別途報告されている

ため、本稿では総括的な側面を述べる。採集する植
物は貴重な植物に偏らずすべての植物種を対象とし
ている。採集を積み重ねていくことによって、地域
のフロラを明らかにする資料の蓄積が進んでいると
いえる。
　安曇野市では 2022 ～ 2023 年度にかけて『安曇
野市版レッドデータブック 2014』の改訂が行われ
ているが、その検討の際にこれらの標本データが活
用されている。長野県新産地といったレベルの発見
ではなくとも、市レッドデータに該当する植物で新
たな生育地の記録となった種は少なくない。従来よ
りレッドデータの選定においては、基準となる数値
情報が定量的に評価できるほど把握されていないこ
とが指摘されている（芹沢 2003）。地域フロラの
把握を基盤として信頼性のあるレッドリストを作成
するためにも、こうした地道な標本採集を積み重ね
ていかなければならないと考える。安曇野市版レッ
ドデーブックは、絶滅の恐れのある野生生物だけで
はなく、安曇野市の自然の特性を明示し、市の重要
な自然環境や外来種などの生物についても言及して
いる。つまり生物多様性地域戦略を担う側面も併せ

標本採集のようす

標本学習会のようす
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もっている。自治体の生物多様性の取り組みに地域
博物館が関わることの意義は大きく（白川 2011）、
今後も安曇野市の環境行政と連携していく必要があ
る。
　また当博物館には南安曇教育会から寄贈された、
さく葉標本や昆虫類標本が多数あり、これらはかつ
ての安曇野の姿を記録する貴重な資料である（松田
2022）。これら資料のクリーニングやデータ入力に
ついても、植物調査部のメンバーがボランティアで
協力し進めている。
　このほか、メンバーの中には安曇野市内で自然に
関わる活動に取り組んでいる方も多く、そういった
ネットワークの広がりの中で情報交換や取り組みが
生まれている。たとえばメンバーが市内にある国営
アルプスあづみの公園の公園サポーターを兼ねてお
り、公園内に自生する植物の生育情報や標本を博物
館に提供いただいたり、希少植物の保全に向けて連
携して取り組んでいる。
　地域博物館の役割の一つには、地域の自然史研究
の拠点として機能し、関心のある市民と連携しサ
ポートすることがあげられる（渡辺 2016）。本会
の活動も、規模は小さいがそうした役割も担ってい
るといえる。

　６　おわりに

　本活動は長野県植物誌改訂調査をきっかけとして
スタートした取り組みであり、第一義的な目的であ
る標本採集と作製およびデータ化についてはスムー
ズに実施できるようになってきている。しかし標本
作製の作業が優先となり、メンバーの植物分類のレ
ベルアップを図るような取り組みが不十分であると
感じている。各自の興味関心に応じて学習を深めて
いくことが望ましく、今後の課題である。
　標本の保管やデータの入力などの具体的な事項に

ついては、植物誌改訂委員会のなかで他施設ではど
のようにしているのか伺ったり、疑問があれば相談
することができ、とてもありがたいと感じている。
　一方、当博物館における収蔵庫のスペースは限ら
れており、一定範囲で確保できているものの、増加
していく自然資料を今後収蔵することについては課
題を抱えている。これは全国的な課題であり、近年
はこうした課題の共有や各主体で試みられている課
題解決のための手法等情報の共有が積極的に行われ
ている（佐久間 2011）。これからも地方博物館と
して自然資料の重要性を情報発信していくこと、ま
た次のステップとして、研究者等によってさらに標
本が活用されるためにも標本情報を公開するなど、
自然資料の価値を高めていく努力を継続していかな
ければならないと感じている。
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